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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)

【公開番号】特開2016-162284(P2016-162284A)
【公開日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2015-41389(P2015-41389)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ４９５　
   Ｂ０１Ｊ   31/24     　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ４００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月9日(2018.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　粒子６の含有量は、バインダー樹脂５の固形分に対して、０．３重量％未満が好ましい
。下限としては、好ましくは０．０５重量％以上、より好ましくは０．０７５重量％以上
とする。樹脂固形分に対する粒子の含有量は、０．０５重量％以上であれば、ウォーター
マーク防止性とニュートンリング防止性を得ることができ、０．３重量％未満とすること
により、内貼りシートとして必要なヘーズ及び高全光線透過率を達成できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　次にハードコート層２の形状及び光学的特性について説明する。
　上述した樹脂と粒子とで構成されるハードコート層２の表面には、粒子に起因する凸部
が形成されるが、粒子の粒子径と含有量を特定の範囲とすることによって、凸部を除く面
積（平坦部面積）が９８％以上、１００％未満となるように調整されている。平坦部面積
が９８％以上、１００％未満の状態は、ハードコート層の表面において隣接する凸部どう
しが互いに殆どくっつくことなく、疎らに分散して存在する状態である。凸部と直近凸部
との間隔は、平均して、例えば、凸部の半径の数倍から十数倍程度となる。このような状
態であることにより、細かい凸部が一面に存在する場合に比べニュートンリング防止効果
を高めることができる。また凸部が点在しているので、平坦な面、例えば表示装置の表面
（ガラス面や偏向板）に対し押し付けても、密着して所謂ウォーターマークを生じること
もない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６６】
　静電容量式タッチパネル付表示装置３５は、主な構成として、図１に示すように、表示
装置３４上に、飛散防止シート１付き静電容量式タッチパネル３２を光学粘着剤（ＯＣＡ
：Optically Clear Adhesive）３３を介して固定している。飛散防止シート１は、静電容
量式タッチパネル３２のタッチ面３１とは反対側に配置され、飛散防止シート１のハード
コート層２が、表示装置３４と向かい合っている。静電容量式タッチパネル付表示装置３
５は、光学粘着剤３３を用いて、静電容量式タッチパネル３２の外縁部のみを表示装置３
４に固定している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　次に重合体を６０℃まで冷却した後、重合体に、アクリル酸１３重量部、重合禁止剤と
してパラメトキシフェノール０．０５重量部、及び、触媒としてトリフェニルホスフィン
０．５重量部を混合し、混合物を得た。その後、混合物を１１０℃で８時間加熱し、重合
体にアクリル酸を付加した。これにより、熱硬化性樹脂にアクリロイル基（光硬化性不飽
和基）が導入された樹脂Ａ（不揮発成分４０％）を製造した。この樹脂Ａは、ガラス転移
点が８６℃、重量平均分子量が８０，０００であった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
２．飛散防止シートの作成
［実施例１］
　厚み１２５μｍの透明ポリエステルフィルム（コスモシャインＡ４３５０：東洋紡績社
）の一方の面に下記処方の塗布液を塗布、乾燥後、紫外線を照射し、厚み３μｍのハード
コート層を形成し、実施例１の飛散防止シートを得た。
＜ハードコート層用塗布液＞
・電離放射線硬化型樹脂（固形分８０％）　　　　　１２５部
　（ユニディック１７－８１３：ＤＩＣ社）
・樹脂Ａ(固形分４０％)　　　　　　　　　　　　９７．２部
・光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
　（イルガキュア１８４：チバ・ジャパン社）
・アクリル樹脂粒子　　　　　　　　　　　　　　０．０７部
　（ＭＸ－１８０ＴＡ：綜研化学工業社、平均粒子径１．８μｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７８部
　なお実施例１において、アクリル樹脂粒子のハードコート層の全樹脂固形分に占める割
合は、０．０５重量％である。また実施例１及び以下の実施例２～７、比較例１、２にお
いては、樹脂Ａが全樹脂に占める割合は２８重量％である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
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［実施例３］
　実施例１のハードコート層用塗布液におけるアクリル樹脂粒子を、平均粒子径の異なる
アクリル樹脂粒子（ＭＸ－３００：綜研化学工業社、平均粒子径３μｍ）に変更した以外
は、実施例１と同様にして実施例３の飛散防止シートを得た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
［実施例５］
　実施例１のハードコート層用塗布液におけるアクリル樹脂粒子を、平均粒子径の異なる
アクリル樹脂粒子（ＭＸ－５００：綜研化学工業社、平均粒子径５μｍ）に変更した以外
は、実施例１と同様にして実施例５の飛散防止シートを得た。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
［比較例３］
　実施例１のハードコート層用塗布液を下記の処方に変更した以外は、実施例１と同様に
して比較例３の飛散防止シートを得た。
＜ハードコート層用塗布液＞
・電離放射線硬化型樹脂（固形分８０％）　　　　　１２５部
　（ユニディック１７－８１３：ＤＩＣ社）
・樹脂Ａ(固形分４０％)　　　　　　　　　　　　２７．８部
・光重合開始剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
　（イルガキュア１８４：チバ・ジャパン社）
・アクリル樹脂粒子
　（ＭＸ－３００：綜研化学工業社、平均粒子径３μｍ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０７部
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７８部
　なお、比較例３において樹脂Ａの全樹脂に占める割合は１０重量％である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
１・・・飛散防止シート、２・・・ハードコート層、５・・・バインダー樹脂、６・・・
粒子、８・・・凸部、３１・・・タッチ面、３２・・・タッチパネル、３４・・・表示装
置、３５・・・静電容量式タッチパネル付表示装置。
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